
別紙

取組重点 実施主体

〇 警察の情報発信や生徒からの申し出により不審者出没情報を素早く入
 手し、メールやアプリ等のツールにより保護者と情報共有する。

〇 防犯ボランティア団体や地域住民との連携を図り、地域の自主防犯活
 動を推進する。
〇 通常業務を行いながら、移動中等の機会に「ながら見守り」を推進
 し、不審者発見時の警察への通報等に努める。
〇 防犯に関する情報を収集し、広報啓発を推進する。
〇 防犯カメラや街路灯など防犯設備の充実、防犯に配慮したまちづくり
 を推進する。
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〇 「あいさつ・声かけ」を励行し、地域の連帯を深め、住民の目が行き
 届いた安全安心な地域づくりに努める。
〇 町内会や自治会、防犯ボランティア団体等地域ぐるみで登下校時に合
 わせた通学路等における見守り活動を行う。

〇 こどもと一緒に通学路を歩いて、危険箇所の点検や「こどもを守る110
 番の家」や交番等緊急避難場所を確認する。

〇 茨城県警察防犯アプリ「いばらきポリス」で不審者出没情報を入手
 し、出没場所を避ける等の回避行動につなげる。

〇 見守りの担い手の裾野を広げるため、ウォーキング、ジョギング、犬
 の散歩、花の水やり等の日常生活をしながら、防犯の視点を持って見守
 りを行う「ながら見守り」を推進する。
〇 緊急避難場所（「こどもを守る110番の家」）の設置や「こどもを守
 る110番の車」として営業車等を運用することを通じて、安全な地域づ
 くりに協力する。

地域

事業所
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〇 家族で「イカのおすし」を確認する。

＜各取組重点における運動推進例＞
実施事項（運動推進例）

〇 保護者を始め、地域住民と連携した通学路の点検やこどもの見守り活
    動を実施する。

〇 日常の事業活動を行いながら、移動中や敷地内の環境整理等の機会に
 「ながら見守り」を推進し、不審者発見時の警察への通報等に努める。

〇 不審者対応訓練の積極的な実施等により、こどもの危険予測・危険回
    避能力を高める。



取組重点 実施主体

＜各取組重点における運動推進例＞
実施事項（運動推進例）
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地域

〇 「あいさつ・声かけ」を励行し、地域の連帯を深め、住民の目が行き
    届いた安全安心な地域づくりに努める。

〇 町内会や自治会、防犯ボランティア団体等地域ぐるみで鍵掛けを徹底
    する。

〇 防犯教室等の開催や広報紙等により、鍵掛け（戸締まり）の徹底を呼
    び掛ける。

事業所

〇 朝礼や会議等のあらゆる機会を通じて、事業所や自宅の鍵掛けの徹底
    を周知する。

〇 日常の事業活動を行いながら、移動中の機会に「ながら見守り」を推
    進し、不審者発見時の警察への通報等に努める。

自治体

〇 防犯ボランティア団体や地域住民との連携を図り、地域の自主防犯活
    動を推進する。
〇 通常業務を行いながら、移動中等の機会に「ながら見守り」を推進
 し、不審者発見時の警察への通報等に努める。
〇 防犯に関する情報を収集し、広報啓発を推進する。
〇 防犯カメラや街路灯など防犯設備の充実、防犯に配慮したまちづくり
    を推進する。

家庭

〇 短時間の外出時や在宅時、就寝時にも、家の鍵掛けを習慣化する。
〇 CPマークが付いているサッシ、防犯ガラス、ドア、シャッター、防
 犯フィルム、補助錠など防犯性の高い建物部品等を活用する。
〇 センサーライトや防犯カメラを設置する。



取組重点 実施主体

事業所

＜各取組重点における運動推進例＞

〇 車両から離れる時は、短時間でも必ずドアロックをすることや、車内
    に貴重品を置かないことを呼びかける。

実施事項（運動推進例）
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地域

〇 「あいさつ・声かけ」を励行し、地域の連帯を深め、住民の目が行き
    届いた安全安心な地域づくりに努める。
〇 駐車場等の管理者は、施設内の巡回や防犯カメラ、街路灯など防犯設
    備の充実を図り、盗まれにくい環境づくりに努める。
〇 防犯教室等の開催や広報紙等により、車両に対する複数の防犯対策の
    併用を呼びかける。

〇 日常の事業活動を行いながら、移動中の機会に「ながら見守り」を推
    進し、不審者発見時の警察への通報等に努める。

家庭

〇 朝礼や会議等のあらゆる機会を通じて、事業所の社用車や自家用車に
    対する複数の防犯対策の併用を周知する。

〇 社用車への警報器、バー式ハンドルロック、タイヤロック、GPS装
 置、隠しスイッチ等の設置、電波遮断キーケースの活用、車両保管場所
    へのセンサーライト、防犯カメラの設置、門扉の施錠等、複数の防犯対
    策を行う。

自治体

〇 防犯ボランティア団体や地域住民との連携を図り、地域の自主防犯活
    動を推進する。
〇 通常業務を行いながら、移動中等の機会に「ながら見守り」を推進
 し、不審者発見時の警察への通報等に努める。
〇 防犯に関する情報を収集し、広報啓発を推進する。
〇 防犯カメラや街路灯など防犯設備の充実、防犯に配慮したまちづくり
   を推進する。

〇 車両への警報器、バー式ハンドルロック、タイヤロック、GPS装置等
    の設置、電波遮断キーケースの活用、車両保管場所へのセンサーライ
    ト、防犯カメラの設置、門扉の施錠等、複数の防犯対策を行う。
〇 車両から離れる時は、短時間でも必ずドアロックをすることや、車内
    に貴重品を置かないことを習慣づける。



取組重点 実施主体

〇 防犯ボランティア団体や地域住民との連携を図り、地域の自主防犯活
    動を推進する。
〇 通常業務を行いながら、移動中等の機会に「ながら見守り」を推進
 し、不審者発見時の警察への通報等に努める。
〇 防犯に関する情報を収集し、広報啓発を推進する。
〇 防犯カメラや街路灯など防犯設備の充実、防犯に配慮したまちづくり
   を推進する。

＜各取組重点における運動推進例＞
実施事項（運動推進例）

〇 外出時や帰宅時であっても、自転車から離れる際には、確実な鍵掛け
    を習慣化する。
〇 防犯カメラが設置されている場所や、人通りの多い場所など、盗まれ
    にくい場所に駐輪する。
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地域

〇 「あいさつ・声かけ」を励行し、地域の連帯を深め、住民の目が行き
     届いた安全安心な地域づくりに努める。

〇 町内会や自治会、防犯ボランティア団体等地域ぐるみで鍵かけと二重
    ロックを徹底する。

〇 防犯教室等の開催や広報紙等により、自転車に対する鍵掛けと二重
 ロックの徹底を呼びかける。

事業所

〇 朝礼や会議等のあらゆる機会を通じて、自転車に対する鍵掛けと二重
    ロックを周知する。

〇 駐車場等の管理者は、施設内の巡回や防犯カメラ、街路灯など防犯設
   備の充実を図り、盗まれにくい環境づくりに努める。

家庭

〇 防犯教室等の機会を通じて、生徒に自転車の確実な鍵掛けを呼びかけ
   る。
〇 学校の駐輪場で自転車の鍵掛け状況を確認し、自転車通学する生徒に
    鍵掛けを促す。

学校

〇 二重ロックをする。
〇 防犯登録をする。

自治体



取組重点 実施主体

〇 「あいさつ・声かけ」を励行し、地域の連帯を深め、住民の目が行き
    届いた安全安心な地域づくりに努める。

〇 消防団、集落センター等の施設管理者は、施設などの定期的な見回り
    や防犯カメラ、街路灯など防犯設備の充実を図り、盗まれにくい環境づ
    くりに努める。

＜各取組重点における運動推進例＞
実施事項（運動推進例）
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地域

〇 「茨城県特定金属類取扱業に関する条例」「茨城県ヤードにおける自
    動車の適正な取扱いの確保に関する条例」「古物営業法」などの法令を
    遵守した手続きを徹底する。

〇 日常の事業活動を行いながら、移動中の機会などに「ながら見守り」
    を推進し、不審者発見時の警察への通報に努める。

自治体

〇 防犯ボランティア団体や地域住民との連携を図り、地域の自主防犯活
    動を推進する。
〇 通常業務を行いながら、移動中等の機会に「ながら見守り」を推進
 し、不審者発見時の警察への通報等に努める。
〇 盗難抑止に関する情報を収集し、広報啓発を推進する。
〇 防犯カメラや街路灯など防犯設備の充実、防犯に配慮したまちづくり
    を推進する。

事業所


